高い 本殿まで 昇って 椽 側に 腰をおろした とき、 私の こ 

ころ は 憤りで ふるえる ようであった。 子 を.^ 事に かえ 

して ほしいと 思う 母親、 許婚の 命が あるよう にと 願う 

若い 女。 本殿のと ころに 腰かけて みていれば、 降り そ 

ぼつ 雨に うたれ て、 お 百度 を ふんで いる 人 さえ ある。 

せまい 陰気な 雨の 境内 は 人 ごみで 雑踏し、 賽銭 を なげ 

る 音が し、 祈禱の 声が する。 切ない 心で 諸国から 集つ 

た これらの 人々 が、 みんな あの 幾 百 段 をの ぼって 来て 

いる。 信仰の 勿体な さ を 深く する ため、 印象づけ るた 

め、 すべての 流行す る 信仰 建築 は、 きっと こういう 途 

中の 難関 を 計算に 入れて いる。 善 光寺の 山門までの 長 
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